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ヒノキ材による年輪標準パターンの年代確定範囲は，現在のところ四膳l OO9年から1 9 8 4年ま

でである。これは，木曽産ヒノキを主にして，現生木と占建築1 M材（主に束大寺参総所の板材等）

から得た年輪データをもとに作成したものである。この年代確定範州内においては，実際に年

代未知の資料材の実年代を確定し始めている。ここでは，この標準パターンと長野県内に所在

する２棟の古建築の解体修理の際に取り換えられた用材４点との比較によって年代測定を行っ

た結果を報告する。

若宮八幡神社本殿( 元松本城鎮守) －長野県松本I |i 大字筑摩3210建立年代（桃111時代）

資料は，１２ｃｍ角の身舎柱（ヒノキ材）１点である。年輪数は1 4 3 年分を数えた。標準パターン

との照合の結果，肢も新しい年輪は1 6 1 4 年と確定できた。この資料は，外観からは辺材部分が

確認できないし，これに続く心材部分がどの程度削り取られているかも推定しにくい。したが

って，資料の伐採年代は，削り取られたこれら周辺部の年輪数を1 6 1 4 年に加算しなければなら

ない。削り取られた心材部分の年輪数は推定しがたいが，辺材部分の年輪数については，矢沢

雄吉の研究によって，５０～60年と推定することができる。このことから，盗料の伐採は16 5 4年

～1 6 6 4年をさかのぼらないことになる。この結果，この資料は桃山時代( 1 5 7 3年～1 6 1 4年) ではな

く，江戸時代に伐採されたことがわかる。若寓八幡神社本殿の建立年代は，この身舎柾が当初

材であるとすれば，江戸初期となり，そうでなければ，この時期に取り換えた材ということに

なる。ただし，年輪測定から建物の建立年代を推定するには，Ｍ一建物につきさらに多数の資

料について測定を行う必要がある。

真田信之霊屋( 軍要文化財) －長野県長野市松代町松代建立年代一刀治３年( 1 6 6 0 年）

資料は，厚さ３ｃｍ, 幅１４．５ｃｍの板材の断片３点である。材睡は，３点ともサワラ材( ヒノキ科）

である。これらをＡ, Ｂ, Ｃとすると，年輪数はそれぞれ2 7 3 , 2 9 1 , 1 3 1 年を数え，樹種が異なる

にもかかわらず，ヒノキの標準パターンとよく合致した。その結果，それぞれのド限年代は，

Ａ- 1 5 0 3年，Ｂ- 1 5 2 6年，Ｃ- 1 5 6 8年となった。蚊も新しい年代を示したのはＣである。３点

とも辺材部分が失われており，これに続く心材部分も加工する際に削り取られているため，周

辺部分の総年輪数は不明である。したがって，Ｃの伐採年代は1 6 1 8 年～1 6 2 8 年以後にとどまる。

この建物の場合，建立年代が明らかであることから，削り取られた心材部の年輪数を汚腫に入

れると，これらは当初材の可能性が問い。

以上，年代未知の建築部材４点の測定によって，それぞれの妓終年輪の実年代を明らかにし，

さらにヒノキの標準パターンとサワラの年輪パターンとの州関性が高いことが判明した。今年

度は，さらに，この標準パターンを使用して，遺跡出土の木製品等の実年代の測定を開始して

いる。（光谷拓災）
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